


「市民活動と協働を推進するための指針」の更新について【資料１－１】



■市民活動推進委員会での議論の振り返り

◎結論
· 地域のつながり課としては、行政計画はセンターの指定管理期間とあわせたいため、R12策定を目指したい。それまでの間は、指針を更新する形で進めていきたい。
· 行政計画を策定する上で、どのような評価項目を設定するかが課題である。


■これまでの議論を受けて、地域のつながり課による方向性の確定

１　個別計画の策定を前提とした指針の更新について

· 地域のつながり課としては、R１２年４月に個別計画の策定を目指す。
それまでの期間については、計画の策定を前提とした現指針の更新作業を行い、令和８年８月の策定を目指す。
· 指針の更新版については、現指針を踏襲するのではなく、ある程度計画に近い内容のものを策定し、指針から計画へスムーズに移行できるようにする。
（評価項目については、指針更新後に検討していく）


２　指針の更新に係るアンケートの実施について

· 第１次指針に掲載しているデータを更新するためのアンケートを実施しつつ、現在のニーズや課題を踏まえたうえで、具体的な施策を考えていきたい。
· アンケート実施後に第２次指針の素案に反映し、委員会にて諮りたい。（令和７年度第３回委員会を想定）
· アンケート項目については、第１次指針の際に実施したものを踏襲している。（第１次指針の進捗や成果の確認のため、当時のアンケート項目から大きな変更は行わない。）細かい内容については、推進委員会にて、必要な項目に関する意見を委員にお伺いしたい。

３　指針更新までの想定スケジュール

1 令和７年３月から令和７年６月：アンケート項目の設定
　　└第１回推進委員会（５月）：アンケート項目の精査・確認

2 令和７年６月から７月：委員ご意見踏まえてアンケート修正・実施

3 令和７年８月から９月：アンケートのとりまとめ・分析
└第２回推進委員会（９月）：アンケート結果の報告・ご意見聴取
　
4 令和７年１０月から１２月：指針の素案作成
　　└第３回推進委員会（１２月）：素案（主に具体的施策）に対するご意見

5 令和８年１月から３月にかけて：素案の修正
　└第４回推進委員会（３月）：素案ver2に対するご意見（最終）

6 令和８年４月から７月：指針の最終作成及び策定に関する手続き
　└令和８年度第１回推進委員会（５月）：指針最終報告

7 令和８年８月：公開予定


以上
